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日 時
場 所
テーマ
講 師
内 容

令和５年 2月8日㈬　18：30 開会
長森コミュニティーセンター　防災会議室
正しい姿勢を身につけよう！「姿勢が変われば人生が変わる」
古田先生
　正しい姿勢とはどんな姿勢なのか、どんな良い影響があるのか。
　経営者が健康であることは、安定した会社経営の必須条件です。しかし、忙しい経営者にとって健康
管理のために多くの時間を割くことは難しいことです。できれば日常生活で健康な体のベース作りを目指
したい。そこで役に立つのが、正しい姿勢です。正しい姿勢を保つことで、正しい骨格、筋力を維持するこ
とができます。更には、若 し々い印象、自信にあふれた雰囲気も作り出すことができ、経営者としての印象
をより良いものにもしてくれるでしょう。

ぎふ印刷翠陽クラブ
マンスリーレポート
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　2月研修例会は、正しい姿勢を身につけよう！「姿勢が変われば人生が変わる」をテ－マとし
て、元バレエ講師の古田先生にお越し頂き、正しい姿勢について講義して頂きました。
　普段、姿勢につて意識することがあっても、自分自身が正しい姿勢なのか客観的にみる機会は
なかったと思います。例会を通して、①体の構造（骨格や筋肉）と②正しい姿勢のポイントを学び、
実践してみることで、自分で良い姿勢だと思っていたものとの差を実感して頂けたのではないで
しょうか。また日頃行えるストレッチを学び、体をほぐしたこともあって、例会の前と後では明らかに

全員の姿勢が良くなったと感じました。
　当例会を行ったことで、姿勢を意識して日常生活を過ごして頂けるきっかけとなれば幸いです。
　最後に、設営頂きました委員会メンバ－の皆様に感謝致します。ありがとうございました。（委員長　中村　浩二）

委員長所感
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　令和5年2月4日㈯　グランドニッコー東京台場において全
国青年印刷人協議会の第36回全国協議会が行われた。
　今回は「課金の種から利益を咲かせる」をテーマにセミナー
形式で開催され、指名副議長の名古屋而立会の岩月琢也君
を中心に設営されました。
　後半には各ブロック副議長の9名が各ブロックでの協議会
を経て収益モデルプランの発表がなされた。どのブロックも度
重なる協議の上のプレゼンテーションとなった。セミナーの後
は久しぶりの対面での懇親会となり、途中には今年の事業開催県のPRタイムの時間が設けられコロナ前の風景が
戻ってきた。
　20時過ぎに楽しい時間が閉宴となり散会となった。　　　　　　　　　　　　　　　　　（記　　久世 裕之）

　新型コロナがまん延して3年が経ち、私としては4年ぶりに緑友会の事業に参加しまし
た。東京に上京するもの5年ぶりで以前とは違う風景に驚くばかりでした。もちろん緑友
会のメンバーもがらりと代わり若手の会員ばかりで、もやは浦島太郎状態。そろそろ翠
陽クラブも退会が近いなと感じました。(笑)
　セミナーは実に副議長を中心に個々の研究の成果が表れ、若い躍動ある業界を盛り
上げようとするやる気がみなぎっていました。
　コロナ禍で全国の空気から遠のいていましたが、これを機にまた業界を盛り上げよう
と頑張っている若い力を感じていこうと思いました。

（会計　久世　裕之）

全国青年印刷人協議会 第36回全国協議会に参加して

全国青年印刷人協議会　第36回 全国協議会

before after

例 会 費
繰 越 金

合 計

会 　 場 　 費
お 茶 代
講 師 代
資 料 代
余 剰 金
合 計

防災会議室50,000
63,267

113,267

収　　　　入
940
1,313
30,000
10,000
71,014
113,267

支　　　　出
【決算書】（15名参加） （単位：円）
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　私がぎふ印刷翠陽クラブに入会させて頂いたのは平成8年（西暦1996年）4月、気が付けば27年間！とい
う長い間このクラブにお世話になっていました。
　退会の挨拶を書くにあたって昔の思い出の例会や印象深い周年行事のよもやま話などを書こうと思いま
したが自慢話になりそうですし、それこそ説教臭い老害になっちゃいそうなのでdelete.
　みんなに辞めないでくださいよ～っと言われているうちが華なので、そろそろ幕引きとさせて頂きます。
　私が入会した頃の会員数は約70名、まさに今の岐阜の印刷業界の社長さん会長さん方が多数在籍され
た群雄割拠、竜攘虎搏の錚々たるメンバーが多数在籍してお見えでした。
　みんなの期待を上回るアイデアを如何に閃くか、仕事以外の時もアンテナを張り巡らせ、何かクラブの運
営に役に立つモノが無いか常に考えて参加していた委員会、少しでも気を抜いた意見を言おうものなら叩き
切られる張り詰めた雰囲気の役員会など、会社では経験できない貴重な緊張感を経験できました。
　自分だけではやれないけど翠陽クラブのメンバーと一緒なら実現できる、そんな夢のある翠陽クラブの活
動が大好きでした。
　日本全国に友達が出来た全国印刷緑友会のイベントも楽しかった。
　ぎふ印刷翠陽クラブの活動を通して過ごした27年間のすべての記憶が懐かしく、キラキラと輝いています。

　これからも翠陽クラブ辞めるんじゃなかったな～と思わせて
くれるような素晴らしいクラブ運営を期待しています。
　皆さんには感謝の言葉しかありません、ありがとうございま
した。

今井修一郎

2019年「OBとの懇親会」

50周年記念式典

2016年「総会」　第39代会長　今井修一郎 就任

60周年記念式典「お礼の言葉」

退会者あいさつ
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5月
日　時 令和5年5月27日㈯
テーマ 全国印刷緑友会 札幌総会
会　場 札幌パークホテル
登録費 18,000円札幌総会ＰＲ

　理事メンバーはじめ会員皆様方のお力添えをいただき一年間の会長という大役を全うする
ことができましたこと、心より感謝申し上げます。私自身たくさんのことを学ぶことができましたの
も皆様方のご協力あってのことと思っております。
　今期は「原点回帰」をスローガンに掲げ、新型コロナウイルスの影響で本来の目的に沿った
活動ができなかった2年間を取り戻すべく、原点に戻り、楽しく学び遊ぶをモットーに活動してき
ました。親睦では徳島旅行を通じて会員同士の親睦を深め、家族例会では会員メンバーご家

族の皆様と交流を図る中で翠陽クラブの良さを伝えることができました。研修では経営者観点に加え、個人の豊さも
目指して株・投資、インボイス、整える姿勢を学び、三役例会では会員募集懇親会、私の希望の気学と盛りだくさんの
例会を全てリアル開催でき、充実した一年になりました。数々の例会を無事に終わらせることができましたのもひとえ
に皆様方のご協力あってのことと、あらためて御礼申し上げます。
　来期は組織改革や緑友総会に向けての活動もありますので、引き続きご協力の程、宜しくお願い申し上げます。

会長　杉江 正剛

総括　一年を振り返って

　杉江会長のスロ－ガン『原点回帰』に応えるべく、試行錯誤の1年でした。
　また、コロナ禍から日常を取り戻していく1年でもありました。
　研修例会では、会員の皆様に1つでも多く気付きを得て頂きたい、家族例会では、コロナ禍
で希薄となっていた、会員同士、会員家族との親睦を深めて頂きたい、との思いで取り組んで
参りました。清水副委員長はじめ委員会メンバ－の協力があって、やり抜くことが
　できました。この場をかりて、改めて感謝申し上げます。ありがとうございました。

委員長　中村 浩二

　委員会メンバーには1年間ご協力頂きまして誠にありがとうございました。
6月には5年ぶりとなる親睦旅行を開催することが出来ました。私自身、入会してから親睦旅行
へ参加したことが無い中での計画でしたので、皆さんに満足いただける旅行になるのか大変
不安でありましたが、委員会メンバー含め皆さんのアドバイスや協力を頂けたおかげで大変楽
しく思い出に残る旅行になりました。　これからも、みんなで思い出に残るいろいろな活動を続
けていければと願います。　1年間ありがとうございました。

委員長　早川 聡史

　杉江会長のもと、メンバーの皆様にご迷惑をお掛けしながらではございましたが、総務委員
長の役を無事に一年やりきることができ、ほっとしております。今回のマンスリー３月号が最後と
なりますが、マンスリーを作成するにあたり、杉江会長のスローガン「原点回帰」にそった、ぎふ
印刷翠陽クラブの楽しさが伝わるように心掛けました。将来こちらのマンスリーが、皆様の楽し
い思い出話の一助となれば幸いです。この１年、ご協力頂きました皆様、本当にありがとうござ
いました。

委員長　杉浦 孝俊


